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１．はじめに 

 近年多くの中学・高校・大学において，シャ

トルカードと呼ばれる授業評価アンケートが行

われている．理由として，対面型の授業におい

て，教員と学生とのコミュニケーションが不足

している，ゆとり教育の中で，学校教育のあり

方や，授業の質が疑問視されていると言った理

由がある．授業評価としては，大福帳・シャト

ルカードと呼ばれる紙のカードを用いて行うの

が一般的になっている．また，昨今では，情報

端末を持たせる大学や高等学校があり，教科書

の電子化や出席管理システムの促進が進んでい

る．情報端末の普及に伴い，紙ではなく，Web を

使用して，もしくはモバイル端末で学校の授業

が進められていくことが考えられ，授業評価も，

Web やモバイル端末で行えるようにすべきだと考

えられる． 

 本研究では，シャトルカードを元にした授業

評価システムの実装，その評価を行った．実装

したシステムは，鈴鹿短期大学で実際に使用し

ていたシャトルカードを元にしている．また，

モバイル端末でも扱えるシャトルカードの導入

を考えており，Ruby on rails で開発を行い，モ

バイル端末でも見ることができるようになって

いる．また，Web によって実装したことで，どこ

からでも使うことができる．評価実験として，

鈴鹿短期大学の授業において実際に試用し，ア

ンケートによって評価した． 

 

２．シャトルカード・大福帳 

 授業評価の主流となっているシャトルカード
は，授業の速度や難しさの選択欄や，授業に対

するコメントを記入する自由記述欄が設けられ

ており，学生が授業の評価をできるようになっ

ている．教員がシャトルカードを実際に閲覧し，

授業の改善に使用するだけでなく，学生とのコ 

 

 

 

 

 

 

 

ミュニケーション促進に用いられている．特に 

多人数のクラスであると，教員と学生とのコミ 

ュニケーションが不足しがちであり，効果を発 

揮している．大福帳は織田[1][2]が命名した授

業評価に用いる紙カードの呼称である．シャト

ルカードは大福帳と同じである．図１にシャト

ルカードの例を示す．図１で示した例は実際に

鈴鹿短期大学で使用されていたシャトルカード

であり，本研究で実装したシステムはこのシャ

トルカードを元に実装している．須曽野らが開

発した電子大福帳[3]は学習者同士の情報交換を

可能にし，学習者同者のコミュニケーションの

促進を図っていたが，本研究では教員と生徒の

コミュニケーションの促進に焦点を置いている． 

 

 
    図１：シャトルカードの例 

 

３．授業評価システム概要 

3.1 システムの機能 

 本研究で実装したシステムは，Ruby on Rails, 

MySQL および CSS を用いて実装した．また，利用

者として管理者，教員および学生の３者を想定

している．機能としては，ユーザーの登録，各

科目の登録，学生の履修登録，学生の授業評価，

教員のコメントの返信等である．基本的には，

鈴鹿短期大学で使われていた紙のシャトルカー

ドと同じである．ユーザーの登録に関しては，

利用者側の要望があり，CSV 形式でファイルから

読み込むことができる．各種登録に関しては管

理者のみが行うことができる． 

 

3.2 システム概要 
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 授業評価の方法としては，図１のシャトルカ

ードと同様である．学生に授業の最後にシステ

ムにログインしてもらい，授業の早さを１~５

段階評価で，難易度を１~６段階評価で評価し，

授業に対するコメントを記入する．教員は学生

が行った授業評価を確認し，コメントへの返信

を行う．また，欠席した学生のページで欠席を

選択する．紙のシャトルカードではどうしても，

時間の関係で，学生，教員共にコメントが短く

なってしまったり，どの学生に対しても同じよ

うなコメントになってしまう．４．評価実験の

アンケート結果でも述べるが，パソコンに入力

する方が楽であり，時間短縮になると言う意見

が多く，学生，教員のコミュニケーションを促

進できたのではないかと考えられる．図２は実

際のシステムの授業評価一覧のページである．

授業の速度，難しさ，学生・教員からのコメン

トが表示されており，欠席した回の授業は欠席

と表示されている． 

 

 
 
     図２：評価一覧のページ 

 

４．評価実験 

 本研究で実装したシステムを鈴鹿短期大学の

４つの授業，計１２０名に実際に使用して頂い

た．導入させて頂いた授業では，前期で紙のシ

ャトルカードを使用し授業評価を行っており，

後期の授業の５回で実装したシステムを使用し

て頂き，評価実験としてアンケートを行った．

アンケートは Google ドキュメントで作成し，

Web 上で行った．以下にアンケートの質問項目を

示す． 

1． 紙のシャトルカードと比べて Web 版シャトル
カードは使いやすかったですか． 

2． 具体的にあれば使いやすかった点，使いにく
かった点を教えて下さい． 

3． 授業以外の時間に Web 版シャトルカードを見
ましたか． 

4． Web 版シャトルカードで使い方がわからない
ところはありましたか． 

5． わからなかった箇所はどこですか．(4.で｢か
なりある｣，｢たくさんある｣を選択した人) 

6． 先生のコメントは読みましたか． 

7． 文字は紙に書くのとパソコンで入力するのは
どちらが良いですか． 

8． 携帯からも見れるなら携帯とパソコンどちら
から操作したいですか． 

9． また，携帯とパソコンどちらから操作するの
が簡単だと思いますか． 

上記９つの設問と自由記述欄を設けた．設問 2., 

5.は記述形式であり，他の設問は選択式である． 

 使いやすさに関しては，約７０％の学生が，

Web 版シャトルカードを使いやすいと考えていた． 

先生のコメントを読んだと答えた学生は約９

０％になったが，残りの１０％の学生は見てい

ないと答えている．自宅に自分専用のパソコン

がない学生が多いことが原因と考えられ，モバ

イル端末で操作できるようになれば，増えると

思われる．携帯から操作する方が簡単だと考え

ている学生は約６５％おり，理由としては，近

年ではほぼ全員の学生が携帯電話ももっており，

操作になれていること，どこでも使えることが

挙げられる．自由記述では，｢使いやすい｣，

｢Web の方が便利になった｣，｢手書きよりも楽｣と

言った意見が多く見られた． 

 

５．まとめ 

 本研究では，Web 版シャトルカードの開発，導

入，評価を行った．今後，教育の現場での情報

端末が普及されると考えられ，それに伴い授業

評価に使われているシャトルカードの Web 化も

重要となると考えられる．また，現状の紙のシ

ャトルカードでは教員，学生共に負担が大きく，

システム化することで，負担を減らし，さらに，

両者のコミュニケーションの促進を図った．こ

れは，評価実験からも明らかである．さらに，

モバイル端末を利用したシャトルカードについ

ても言及した． 
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